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	参加目的：

ICMへの参加目的は、自身が研究している銅酸化物高温超伝導体で得た同一構造におけるキャリア依存性の物性応答の違いという、新しい知見の発表を通して、今後の研究について、他分野を含む専門家からの意見を聞き、新しい方向性を模索すること。また自身の関連分野の情報収集、及び様々な研究分野の話を聞き、今後の研究の糧とするため。

	会議の状況：

磁性の名を冠する国際会議とあって、磁性に関連する幅広い分野の発表が行われていた。口頭発表は分野別に10もの会場で行われ、ポスターも休みの1日を除き全日程で行われていた。また、国内の学会では、ポスターで発表されない著名な研究者の方-例えば中性子散乱によって磁気構造フラクタルの研究をされている伊藤晋一先生など-からじっくり話を伺うことも出来た。反面、幾つかの面白そうな発表が口頭・ポスター共にキャンセルになっていたのは残念に思う。

	成果概要：

発表：銅酸化物高温超伝導体のキャリア依存性は、今まで、異なる結晶構造のものでしか議論されていなかったが、今回、本来電子ドープ系であるT’構造に、ホールをドープした試料を作製、中性子散乱実験を行い、T’構造に電子をドープしたものや通常ホールをドープする系との比較した結果を発表した。本研究では、ホールは従来のホールドープ系物質や、T’構造の電子ドープと比べて、キャリアによる物性の変化が乏しい事が一つの大きな結果であったが、その点について、多くの方と議論をする機会を得た。特に、T’構造をμSRで実験している方と低温における磁気秩序パラメータの異常について詳細な議論が行えたことは、非常に喜ばしい事であった。また、今回我々が作製した試料の一部は、含まれている希土類元素の特性上、中性子で実験が行えないものも含まれていたが、μSRでは実験が可能なので、試料提供などの共同研究を含めて、今後の研究計画についての展望が拓けた。海外の研究者と現状の面白い問題だけでなく、具体的な今後の研究についてまで議論を行なうという事は、ICMの参加がなければ出来なかったことだと思う。また、他の研究者の方からオフレコの情報（勿論オフレコなので具体的な話は書けないが）を教えて頂いた。
他者の発表については、自身の研究分野である超伝導を初め、モノポールの可能性で話題となっている、スピンアイスを含めた磁気フラストレーション系や最近一大分野を形成しつつあるスピントロニクス等を聞き、最近の知見を得ることが出来た。
今回参加させて頂いたICMで得た経験を今後の研究生活に活かしていきたい。


